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（注）請求に係る子の氏名、職員との続柄等及び生年月日を証明する書類又はその写しを添付すること。    

                                            第     号 

    新潟県教育委員会 様                          年  月  日 
 
                                                                          教 育 委 員 会    

 
 １ 育児休業承認請求書 
 
 ２ 育児休業期間延長承認請求書 
 
 ３ 養育状況変更届 

について（副申） 

   次のとおり副申します。 

本 人 

発令予定 

年 月 日 
   年  月  日 

学校名  

職・氏名  性 別 男・女 年 齢 歳 

請求にかかる子 氏 名  続 柄  生年月日     年  月  日 

育児休業請求期間      年  月  日から      年  月  日まで 

延長の場合 
既承認期間      年  月  日から      年  月  日まで 

延長請求期間      年  月  日から      年  月  日まで 

理 由 等  

養育状況 
変更の場合 

育児休業承認期間 年  月  日から      年  月  日まで 

届出の事由  

届出の事由が 
発生した日 

年  月  日 

本人の願い 
                             年  月  日 

                        氏名             

校 長 意見具申      

 

 

      年   月   日 

 

       市町村立         学校長                  

市 町 村 
教育委員会 教育長副申 

 



 育休別記１－第１号様式 

  

 

〔別記〕 

１ 記入上の注意事項 

（１）出産予定日から育児休業をしようとする場合は、「育児休業請求期間」欄には出産予定日以後の期間を記入す

ること。 

（２）請求に係る子以外に３歳に満たない子を養育する場合（職員の育児休業等に関する条例第２条の２で定める期

間内に、職員（当該期間内に産後休暇により勤務しなかった職員を除く）が当該請求に係る子について最初の育児

休業をする場合は除く）はその氏名、職員との続柄等及び生年月日を、請求に係る子が養子の場合は養子縁組の効

力が生じた日を、請求に係る子以外の子について現に育児休業の承認を受けている場合はその旨並びに当該承認に

係る子の氏名及び当該承認の請求に係る期間等を理由等の欄に記入すること。 

（３）再度の育児休業又は再度の育児休業期間の延長を請求する場合は、その理由を理由等の欄に記入すること。 

（４）養育状況変更届として提出する場合、「届出の事由」には以下のいずれかを記入し、教育長副申欄には代替の

臨時職員の措置等について記入すること。 

①育児休業に係る子と同居しなくなった 

②育児休業に係る子を託児できるようになった 

③育児休業に係る子を負傷・疾病により養育できなくなった 

④育児休業に係る子が死亡した 

⑤育児休業に係る子と離縁した（養子縁組を含む） 

⑥産前休暇を始める 

⑦その他（具体的に記入） 

 

 ２ 添付書類 

（１）請求に係る子の戸籍抄本、住民票の写し、母子手帳の出生届出済証明欄の写し、養子縁組届受理証明書、

家庭裁判所等が発行する事件係属証明書、児童相談所長が発行する委託措置決定通知書等、請求に係る子の

氏名、職員との続柄等及び生年月日を証明する書類又はその写し。 

（２）出産予定日から育児休業をしようとする場合は、医師又は助産師出産予定証明書。なお、（１）の証明書

類の添付は、出生後速やかに行うこと。 

（３）あらかじめ計画を定めて再度の育児休業を取得する予定である場合は、育児休業等計画書を併せて提出す

ること。 
 


